
（様式第２号）

目標達成計画票（事業所記入）

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目　　標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 №36

開設して一年が経過し、利用
者と職員の距離感が近い環
境で、馴れ合いからの「過介
助」が懸念される。自尊心を
損ねていないか再確認の必
要がある。

利用者の生活機能に対す
る理解と、人格を尊重した
ケアの在り方の再確認と実
践。

人格の尊厳とは何か、再確認
するために研修の場を設ける。
利用者へのアセスメントの取り
方と活かし方、連携の必要性を
学ぶ場を設ける。

１２ヶ月

2 №49

特定の利用者のみ実施中。
全ての利用者に対するニー
ズの把握が不十分である事
と、実行力に欠けている。

利用者の希望を叶えたい。

計画倒れしないよう、職員間の
連携と勤務調整、又は社会資
源の利用も視野に入れた外出
支援を充実させる。
希望の聴き取りと理解力を深め
る。

１２ヶ月

事業所名：グループホームふるさとの森

作成日：　平成　２７年　　９月　　２０日

【目標達成計画】

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し
合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベル
に合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む具体的な計画を記入します。


